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発行所　長門市役所　　編集　企画課

（市の人口）
男12, 982人　女14, 709人　計27, 691人
世帯数　7, 602　　( 4  8, 6, 1 現在）

田
屋
の
メ
ロ
ン

初
　
　
出
　
　
荷

7月１日
今 月 の 納 税

固定資産税　　　２期分

国民健康保険料　２期分

清掃手数料　　　 ２期分
忘 れ ず に 納 め まし よ う

施設園芸に力を入れている田屋地区の農家では、新しくコサ
ック・メロンの産地化をめざし、まず４戸の農家が春ものメロ

ンの栽培を手がりております。
このメロンは、農協がまとめて京阪神方面へ出荷されます。

コサック・メロンは植付から３ヵ月間の短い期間て収穫でき、
引 きつづいて秋ものメロンづくりに１４戸の農家が栽培に入る

計画です。田屋産のコサック・メロンが市内に出まわる日が待
たれます。



青 い 海　　緑 と 太 陽 の 街　　 長 門 市

６月 定例 市議 会

一般会計1億3千5百万円を追加
身障者に市営温泉入浴料を割引

６月 定 例市 議 会 は ２ ０ 日 か ら ２２ 日 ま で の ３ 日 間開 催 さ れ 、本 年 度 は じ め て

の予算補正や市営湯本温泉条例の一部改正など１８議案をいずれも原案どおり

可決して閉会しました。　この議会の会期中、全員協議会を開き県内名地で問

題 に さ わて い るＰ Ｃ Ｂ や 水 銀 汚 染 に よ る 不安 に対 し 私達 の 地 域 で は こ の よ うに

ならぬよう恵まれた自然を守る姿勢と対策について熱心な話し合いを行ないま
し た。

市民憩いの室や
土地基盤整備

補正予算では、市役所（支所）の宿直を

廃止し民間に委託、玄関ホールを改造し市

民憩いの室設置、身障機能訓練施設めぐみ

園の施設改造、不燃物捨場工事、土地改良

基 盤 整 備 、湊 漁港 整備 、 市 民 の 歌 レ コ ード

化 、 板 持 只の 浜 線の 道 路 改良 、 図 書 館 の 移
転 改造 な ど 社会 福 祉 、 生 活環 境 整 備 と産 業

振 興に 重点 をお い た 補正 を行 な い ま し た 。

身障者に
市営温泉の入浴料を割引

これまで七十歳以上の老人に適用してお

り まし た 市営 湯 本 温泉 の 特 別 入浴 料 を身 体

の 不 自 由 な 方 で身 体障 害 者 手 帳 をお 持 ちの

方にも適用し大人２０円、小人８円の特別

料 金 で 利 用 で きる こ とに な り ま し た 。

戸籍の手数料を
改 正

い ま ま で の戸 籍 の謄 抄 本 な ど １ 枚 に つ き

５ ０円 だっ た 手数 料 は、 ７ 月１ 日 か ら国 の

政 令が 改 正 さ れ 、 ７ ０円 と な り ま す。

愛の献 血に
協力し まし よう

あなたの善意が尊い人命を救います。不意
の輸血こ平素から献血をしておきましよう
と　き　７月６日（金）10 :  00～15 :  00
ところ　仙崎漁業協同組合

青海島キャンプ村
７月１４日( 土) 開村

観 光協 会 仙崎 支 部 が経 営 に あ た る 青 海 島
キ ャ ン プ 村 は 、 ７月 １ ４ 日（ 土 ）か ら ８月

２ ５日 （ 上） ま で 開 か れ る こ と に な り まし

た 。

水 の事 故か ら
子 ど もを守 ろう

泳 ぎや 水 遊 び の シ ー ズ ン を 迎 え 、 子 ど も

の 水死 事 故 も多 く な り ま す 。
幼い子どもは絶対に目を離さぬよう気を

つ け ま し よ う 。

子 ど も の水 遊 びを みか け た ら 、 ひ と声 か

け て 注 意 し ま し よ う 。

自動車税の口座振替

県 で は 、 県 税 。特 に 自 動 車 税 に つい て 、

便利な口座振替をお勧めしております。
電 話 科 金 、 電 気 料 金 、 放 送受 信 料 な ど と同

じように、口座振替を利用しますと、むだ

な 手 間 が は ぶ け 、 納 期 限 を忘 れ る こ と もな

く 、 便 利 で す。

手続等については、もよりの金融機関、

農協、県税事務所におたずねください。

増 え る交 通 事 故

死者4、負傷者186
こ れ は １ 月 か ら ５月 ま で の 間に 発 生 し た

管 内 の交 通 事 故 １ ３ ４件 の 内 訳 で す 。

昨 年同 期 よ り発 生54 件 、 負 傷 者88 名 と異

常 な 呻び で い よ い よ 深 刻 化し て お り、 警 察

で は「 交 通事 故 防 止 非 常 取締 体 制 」 で 昼夜

を わ か た ず 強い 取締 に あ たっ てお り ま す。

事 故 の 主 な 原 因 は 、 ① 飲 酒運 転 、 ② スピ

ー ド の 出 しす ぎ と無 理 な追 い 越し 、 ③過 労

に よ る居 ね む り と わ き 見運 転 、｡● 横断 中 の

歩 行 者妨 害 運 転 、 な どで す。

交通事故「ゼロ」は全市民の願いです。
人 も車 もお 互が 正 し い 交 通 ル ー ル を 守 り、

事 故 防止 につ と め まし よ う。

市への届出と
印鑑

このまえ市役所にある届出に行って、印
檻が要るといわれ取りに帰ったが、案内文
書に印鑑を持参するよう記入されてなかっ
たようだが… ･･（仙崎一市長）

持 参し て頂 く もの は、 記 載 す る よ う心 が

け て お り ま す が、 早 速 再 徹底 し ま す 。

窓 口 で 戸 籍 の 謄 抄 本 交 付 な ど で 、 サ イ ン

だ け で す む場 合 もあ り ま す が 、県 や国 な ど

に 提 出 す る書 類 は す べて 印 鑑 が 必 要 で す 。
従 っ て市 役所 に 届 出 な ど で 出向 か れ る と

きは い つ も印 鑑 を お 持 屓 け ば 幸 で す。

ご 意 笵あ り が と う ご ざい ま し た。 今 後 と
もお 気付 を 遠 慮 な くぉ 寄 せ く だ さい 。

( 係か ら)
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せまい日本　そんなに急いで　どこへいく

社会を明るくする運動
７月１日－３１日

犯罪の防止と罪を犯した人たちの更生に
ついて理解を深め、それぞれの立場におい
て力をあわせ、犯罪のない明るい社会を築
こうと、７月いっぱい「社会を明るくする
運動」をくりひろげまｔ。
この運動は、趣旨を徹底する週問（１日
～７日）地域の青少年問題を話し合う週間

（８日～14 日）、親と子が語りあう週間（

15日～21日）、愛のよびかけ週間（22日～

31日）の４週にわけ、それぞれ具体的な活

動を行ないます。

家庭で、職陽でまた地域でみなさんの積

極的な参加によるご協力をお願いします。

長門市人事異動
( 6月1日付)

総務課付　小林　聡（課長同格保健衛生課

長補佐）

保健衛生課長補佐兼予防衛生係長　要若政

仁（市民課艮補佐兼管理係長）
兼東深川下水処理場長北山与四郎（建設

課都市計画係長）

秘書係長の兼務を解く　山田豊秋（総務課

庶務係長兼秘書係長）

予防衛生係長兼務を解く　田中正彦（保健

衛生課環境衛生係長兼予防衛生係長）
市民課管理係長　高木　望（税務課市民税

係）

総務課秘書係長　新山　昭（財政課財務係

長）

財政課財務係長　早川　栄（財政課財務係）

主任技士仙崎下水処理場長　徳並英夫（技

士建設課経理係）

建設課農林水産土木係 光末　達（建設課

土木係）
企画課広報統計係　山本達雄（保健衛生課

環境衛生係）
保健衛生課環境衛生係　渡辺重範（税務課

市民税係）

財政課管財係　林　洋治（総務課秘書係）

建設課経理係　河野広已（財政課管財係）

市民課国民年金係　泉　勇治（税務課管理
収納係）

税務課管理収納係　又野　豊（市民課国民

年金係）
建設課経理係　吉津弘昭（企画課企画調査

係）

税務課市民税係　中原武男（税務課管理収

納係）

企画課企画調査係　松木英之（企画課広報

統計係）

建設課土木係　渦輪　博（建設課経理係）
税務課市民税係　前田憲一（監査事務局）

税務課固定資産税　河村正之（教育委員会）

財政課財務係　溝部　博（議会事務局）

中央公民館　糸永哲雄（建設課経理係）

教育委員会総務課　高橋一敏（保健衛生課

国民健康保険係）

議会事務局　山下康秀（選挙管理委員会）
選挙管理委長会　常岡博志（教育委長会）

監査事務局　宍村龍夫（税務課固定資産税）

通支所　木島キクエ（建設課経理係）

【水道課】
総務係長の兼務を解く　坂本喜久治

総務係長　山根武志（総務係）

浄水場長心得　植中淳一

浄水場勤務　五島英男、末竹正美

兼ねて総務課勤務　池永ミサオ（工務係）

市内に農漁村の重要民家
市内俵山小原の村岡茂一さん宅は、まる

みのある手斧（ちような）で仕上げた建物

で17世紀の末から18世紀のはじめ頃建てら
れた県内農家では最古の部類に入るであろ

うといわれる家 です。

また通一区の早川源一さん宅も漁村住宅

としては、１７０年位前に建てられた古い

もので自然に命をかける海の男たちが築い
た文化を感じさせるっくりがみられ、いず

れもこの程文化庁建造物課の浜島技官によ

って調査されました。
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ん
宅
の

竹
で
く
ま
れ
て
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天
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（
下
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新 規 採 用　（7月1日付）
管理収納係岩崎伸広　国保係田中一美

同和間題を考える ( 12)
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。
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別
措
置
法
が
衆

参
両
院
に
お
い
て
与
野
党
の
全
長

一
致
で
可
決
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

い
わ
れ
な
き
差
別
を
な
く
す
る
た
め
に
、
十
二
回
に
わ
た
っ
て
同

和
問
題
を
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
部
落
の
歴
史
も
簡
単
で
し
た
が
終

り
ま
し
た
の
で
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
辺
で
稿
を
閉
じ
ま
す
。
最
后
に
こ

の
稿
の
た
め
に
多
く
の
人
や
書
物
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
感

謝
し
、
と
く
に
部
落
問
題
研
究
所
の
「
や
さ
し
い
部
落
の
歴
史
」
を

参
考
に
し
ま
し
た
こ
と
を
附
記
し
ま
す
。
　
　
お
わ
り



みんなで 川を きれいに～河川愛護月間

仙 崎 海 岸 通 り の
駐　車　規　制

仙崎海岸通りの八坂神社前から青海大橋登り口までの間は、７月１日から路上駐車

を き びし く 取 締 るこ とに な り まし た。
このたこめ駐車してよい場所が指定され、この場所にはその旨標示を行なづておりま

す 。 皆 さ人 の ご 協 力 をお 願 い し ます 。

国 保 の 加 入 と 脱 退
岡民健康保険は、だれでも自由にすきな

と き加 入で き ろ もの で は な く 、 国 民健 康 保

険 法 に よっ て 次 の よ う に 定 め ら れて い ま す

ｃ 国 保 に 加 入 す る人

１、市町吋に居住している

２、他∂) 医療保険( 健保、共済、日雇、船

員保険）に加入していない人

３ 、 生活 保護 を受 け て い な い人

ぐ国保に加入する日

１ 、 転 入して き た 日

２、他の医療保険の被保険者でなくなった

日

３ ．出 生し た日

４、生活保護を受けなくなった日

○ 国保をやめる日．．
１、他の巾町付へ転出した日の翌日

２．他の医療保険に加入した日の翌日

３、死亡した日の翌日
４、生活保護を受けはじめた日
○ 届出は１４日以内に
世帯主のかたは、自分の世帯の被保険者
に異動（他刀医療保険への加入、脱退、転
出、転入　出生、死亡など）があったとき
は、必ず14日以内に市役市（支所）の窓口
に届け出てください。

よく「病気やヶガをするまでは届出をし
なくてもよい」と考えたりして届出をしな
い人がいますが、こわは考えちがいでもし
届出がおくれると、その間の保険給付が受
けられないばかりでなく、さかのぽって保
険料を納めることになります。

お互にきまりをまもって、国保の運営に
協力しましよう。

みつけたら知らせて
あ ぶ な い 廃鉱 あ と

このほど湯本三の瀬の伝十郎山で廃鉱あ

とが発見されました、

こわは子ども達が冒険あそびに利用して
いて判ったもので、すぐ関係者で対策をた

てましたび、大変危険であるところから万

一それらしき力所が他にもあったらと調査

に 全力 を あ げ て お り ま すｏ

お 気 付 が あ り まし た ら直 ぐ 商 工 観 光課 へ

お知らせ頂けば幸です。

これまで刊つている廃鉱あとは次のとお

り で す。

深 川　 大 河 内　兼 割（ か ね わ り） 鉱 山

〃　　四の瀬　生丸（いかるま）〃

渋 木　大 峠　　 大 峠　　　　　　 〃

俵 山　た た ら 山　　　　　　　　　 〃

七重　七重第１、第２　　　　　〃

毎月10は｢防犯 の日｣
ねらわれる

スキがあるから
見せるから

7月1日から

市役所( 支所) の宿直
を民間に委託し ます

７ 月 １ 日 か ら 市 庁 舎 と 各 支所 （ 公 民 館 ）

の 宿 直を 民 間 に 委 託 する こ とに し ま し た 。
な お 日 直 に づ い ては 、 い ま ま で どお り 職

員 に よ つ て 行 な い ます 。

乳　児　検　 診
７ 月11 日　13 :  30～14 :  30　俵 山公 民 舘

対 象 １ 歳 未 満 の 乳 児

７ 月18 日　13 :  00～15 :  00　通 公 民 舘
対 象S47 年 ７月 ～S48 年 ６月 迄 の 出 生

７月19日　13 :  00～15 :  00　中央公民舘

対 象S47 年11 月 か らS48 年 ３ 月 まで の 出 生

がん検診等 の希望者を受付
胃 がん 、 高 血圧 、 心 臓 疾 患 、 婦 人 が ん の

検 診 を 今月 末か ら来 月 に かり て 実 施し ます

が、この受診希望者を７日まで受付中。

く わ しい こ と は 保 健 衛生 課 又は 支 所 で 。

成　人　 病　検　診
７月12日　13 :  30～14 :  30　河原公会堂

７ 月20 日　13 :  30～14 :  30　上 の 原公 会 堂

対 象　 ３ ５ 才以 上 の 人

少 量 の 尿 を持 参し て く だ さい 。

定 期 健 康 相 談
７月９日　13 :  00～15 :  00　俵山公民舘

７ 月23 日　13 :  00～15 :  00　通 公 民 舘

対 象　 一 般 ・ 乳 児 ・ 血 圧 測 定 ・ 乳 児 相 談

ス ポ ー ツ

オリエンテーリング大会
と　 き　７ 月29 日（ 日 ）8 : 30　 雨 天中 止

と ころ　 武 道 舘 とそ の 周 辺

持参品　赤と青のボ－ルペン

服　 装　 長 そ で シ ャツヽ 長 ズ ボ ンヽ 運 動 挈

申　込　７月25日までに市教委社会体育係
又 は 公 民 館

部落対抗バレーボール
板持４区が２年連続優勝

６月17 日、 長門 高校 体育 舘 で開 催し ま し

た部落対抗バレーボール大会は板持４区が
昨年に続いて優勝しました。なお1O回大会

を 記 念し 全 参 加 チ ー ムに果 物 か ご を 贈 り喜

ろ こ び を わ か ち あい ま し た 。

( 写 真 、 応 援 で も優 勝 ？板 持 ４ 区)

消 費 メ モ

あなたはどちらの

消費タイプですか
大 鼠乍 産 、 大 肌 哨 賞 の時 代に は 企 業 の 販

売 戦 略 も、 使い 拾 て 作 戦 、○ ○ 記 念 セ ー ル

作 戦 、 抱 き肖 わ 吁、 オ マ ケ作 戦 、 モ デル チ

ェ ン ジ 作 戦７ ど、 年 々 激 化 し て きてい ま す

限 りあ る 収 入を 付句 こ使 う た めに も、 こ

ｎ 以 Ｌ ゴ 心公 占 を 涓 さ ない た め に も買 物 は

慎 引 こ心 がり るべ き で す。

マ ミ ム メ を消 費 を や め て 、 ヤ イ ユ エ ヨ消

費 を し まし よ う。

○ ヤ イ ユエ ヨ 消費
ヤ　安 く貿 う（ 安 く て よい もの を心 が け

て 闘 う）

イ　い る もの 濕 い（ 必 妥な もの を 必 要 な

順 に買 う ）

ユ　勇 気買 い （ 安 い も の で 間 に合 う と思

づ た ら人 が み てい よ う と勇 気 を もつ

て 買 う ）

エ　選 び買 い （ と こ と ん ま で品 質 を 選 ん

で 、 い ち ば ん良 い もの を 買 う ）

ヨ　予 算買 い （ あ ら か じ め決 めた 予 算 外

の も の は絶 対 買 わな い 。

× マ ミ ム メ モ消 費
マ　 ま ど わ され 買い （ 広 告 な どに つ ら れ

て 不 要 不急 Ｊ も亠）を買 う ）

ミ　み え買 い（ よ そ が買 つ たか ら とい つ

て 、 ま ね をし て 買 う）

ム　む だ買 い （ たい し て 必 要 で ない も の
を 衝 動 的 に 買 う）

メ　 め く ら 買 い （ 品 物 を よ く し ら べ ない

で 、包 装 や デ ザ イン につ ら れ て買 う
）

モ　文 な し 買 い （ 収 入の ワ ク も 考 え な い
で 、 ひや み に月 賦 で買 う）
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